






要約:抗ヒト活性型セルロプラスミンモノクローナル抗体を用いたサンドイッチ ELISA 法

により、正常新生児の血清および濾紙血中の総セルロプラスミン(以下 T-Cp と略す)、ホ

ロ型(活性型)セルロプラスミン(以下 H-Cp と略す)を測定し、Wi1son 病患者(3 歳以上)お

よび健常成人と比較検討した。新生児の血清および濾紙血中の T-Cp、H-Cp は、成人に比

べ有意に低値を示したが、Wilson 病患者に比べて有意に高値であった。新生児の血清 H-Cp

と濾紙血中 H-Cp は良い相関が見られた。Wi1son 病患者の新生児期の血清および濾紙血中

の T-Cp および H-Cpが低値であると仮定すれば、新生児期のマス・スクリーニングは可能

である。


